














































































































済学」は Fawcett, Millicent Gawett, Political 
Economy, Tokio, 1883.，「ダナー氏金石学」
は Dana, James Dwight, Manual of Mineralogy, 
New Haven, 1877.，であることが読み取られ，
これらの書籍を直接手にとって読むことが可
能である－をより一層深く研究することができ
る。当時の多くの教育機関は，ほぼ同じ書籍
を使用していたことから，全国的な規模での解
析を可能にするものである。 
最後に，いくつかのことを今後の課題として
要望したい。石川県専門学校に限らず，その
後の第四高等中学校の洋書教科書類につい
ても明かにしてもらえれば幸いである。また，
石川県専門学校や第四高等中学校時代に学
んだ生徒らの講義ノートなどについても所在
確認してもらいたい。当時の専門教育の授業
が実際にどのように行われていたのか，教科
書及びノートなどからその実態解明を目指し
てほしい。この目録のサブタイトルにも挙げら
れている「明治日本の近代化に貢献した洋
書」という意味合いはとても重要であると思わ
れる。たとえば，1887年10月に第四高等中学
校が設立された際，森下森八ら地元有志者が
新刊であった英国製の『エンサイクロペディア 
ブリタニカ』の一部献本を四高に対して行って
いるが，それはまさに「始終高等中学校ノ完全
ナランコトニ助力シ，延テ全県教育ノ盛況ニ至
ラン」（文相森有礼の祝辞）という地域社会全
体の発展向上を示唆するものであったにちが
いない。 
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